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＜連絡事項＞
・防災委員会より、消火器を使用した初期消火訓練（前回欠席者）を以下の日時で行います。対象スタッフ・防災委員スタッフは時間までに集合お願い致します。また、当日は第2駐車場の一部を使用する為、訓練スペースは使用不可となります。第2駐車場使用スタッフはご協力お願い致します。
10/22(木)13:30　防災委員スタッフ集合
10/22(木)14:00　今年度入職スタッフ・中途入職スタッフ集合（前回欠席者）

＜東病棟入院・入室状況＞
・丹内　栄子様～東Aユニット16号室→東Cユニット5号室

・高橋　如来様～東Aユニット10号室→東Aユニット16号室
・土川　貴広様：東Aユニット10号室（入院）
＜患者様連絡情報＞
・坂　きわ様～10:00息子夫婦迎えにて有料老人ホーム「ほおずき」入所の為、退院となる。
・安達　貴浩様～本日より、9：00～11:00　13:00～15:00　Ｂユニットにて観察。
・佐々木　理佳様～本日より、9：00～11:00　13:00～15:00　Ｂユニットにて観察。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。食事はほぼ全量摂取し、活気あり。創部の処置を行うがすぐに剥がしてしまう。本日よりセフジトレンピボキシル錠(100)１Ｔ　毎食後が処方となっている。母様とオンライン面会を実施。面会での様子に母様安心されている様子。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。朝の覚醒状態が悪く開眼できずにいたが、指示動作は行えている。食事はむせ込み無く全量摂取。血圧の低値が続いている。引き続き、バイタルサインに注意しながら早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。8時～20時の拘束一時解除実施中だが、衝動行為はなし。自室で臥床したり書き物をして過ごす。食事は1/2～1/4のみ摂取。「35㎏まで落とさないといけない」と強迫的に話す。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。拘束部位の循環障害はなし。食事は介助で全量摂取。希死的言動や企図をほのめかす言動はないも15：40「ソワソワどうしようもできない」と訴え、レボトミン（25）1T服用。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・島　龍太郎様～日課は声掛けで行う。企図行為や希死的言動はなく臥床して過ごす。
・浪打　忠一様～血圧高値あるが、他バイタルサイン異常無し。酸素4Lにて酸素飽和度96%で経過。声掛けに対し開眼するが、すぐに閉眼しており傾眠傾向。
・寺地　徳和様～発熱なく経過。各食全量摂取しており、嘔気や嘔吐の訴えも無い。活気の無さ続いており、声掛けにも小声で返答している。
・ラスムセン エイコ様～帰宅要求はなし。確認行為はあるも頻回さや切迫さはない。
・岡村　トミ様～腹部不快感と腹痛の訴えがあり、昨日より食事摂取量が低下。今川Dr.よりラクテック２本/日、３日分処方となる。馬渡Dr.より、腹痛が続く様であれば、月曜日船場Dr.に診察をして頂くよう指示あり。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～苛々感を訴え頓服薬服用。以後は苛々感の訴えなく自室で過ごす事が多い。表情の硬さもなく対面時は穏やか。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：R2.10.17 12:22

　氏　　名：土川　貴広（ツチカワ　タカヒロ）様

　生年月日：昭和46年2月7日（49）

　病　　名：統合失調症疑い

　性　　別：男性

　主治医　：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット10号室

　

(経過）

平成30年12月に当院に受診相談があった。家の中で突然叫ぶ事や両親の声掛けに対して暴言を吐く、蹴る、髪の毛をひっ張るなどの行為がみられていた。母親から田子町役場に連絡をしていたようであり、必要時は警察に連絡するように指導されていたようである。
現在も両親と3人で暮らしている。昨年から、元々自宅で行っていたピーマン農家を本人一人で行うようになっていた。収穫はそれなりに昨年はあったが、今年はかなりの赤字があったようである。作業自体が出来ないわけではないが、常時たばこを吸っている状態でありそのタバコ代を両親にせびっている状態であった。本人の気に障ることがあると怒鳴っていることや粗暴行為に至ることも多くなっていた。家に電話がかかってくるだけで機嫌が悪くなったり、母親が電話対応しているとそれに対して、「何の電話だ」と怒っていって来たりしていた。本日、家族が三戸警察署に連絡後、警察同行して来院され、統合失調症を疑い、被刺激性・思考障害など症状の改善目的にて、母親の同意のもと、12:22東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

業者洗濯
買い物：月５０００円まで
